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期 日: 昭和 47年 2月 2月14日-16日 (3日間 )
場 所 : 基 研
主 旨 : 1963年頃 よりGlauberなどの手に-よって発展 してきたcohe-
rentstateの理論が,,近年統計光学ばか りでなく,広 く物性物理一
般 に応用 されるようにな り, とくに相転移の理論に対す争その有効
性 が注 目され始めた｡我が国の物性物理の研究者の中にも最近 この
理論に興味をもつ方々が多 くなっているので, 関心のある研究者 が
問題を捷起 し合いながら討論 を行 ない,今後の研究に対する相互の
stimulationを得,かっより具体的な方向を見定めたい｡
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coherentstate表示の応用を中心テーマ とす る｡ ( ｢物性研究｣1971
年 6月号 p.B50お よび B67参照 )0
参 加 申 込 : 参加 を希望 され る方は上記 の具体的方針 をお含みの上,昭和
46年 12月 25日までに末記 あて,関心のあるテーマお よび研究
会 のさいに話 していた ゞけるテーマ を併記の上御連絡下 さい｡でき
るだけ多数 の方々に旅費が支給 され るように配慮 しますが,予算上
の制約 のため,申込者 が多数 の場合 は御希望 にそえないことがある
と思いますので,御了承下 さい｡
申 込 先 札幌市北 10条酉 8丁 目
北海道大学理学部物理学教室 堀 淳 一




9月 17日 Positron国際会議報告 (藤 原邦男 )
23日 量子固体国際会議報告 (坐井沢 )
〔広島大教養部〕
広島大学理学部物性学科 の物性理論講座 では助教授 を1名公募 している｡
担 当教授 は西川恭治氏で,公募〆切 は昭和 46年 11月 15日である｡
人のうこき
〔広島大教養部〕
広島大学理学部物性学科 の物性理論講座 に,担当教授 として西川恭治氏
が昭和 46年 10月 1目付 で着任 Lた｡
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71年度決算及び′72年度予算報告
′71年度は,収入総額 101.9万円,支出総額 143.8万円,差引 41.9万
円の支出超過 とな り,′72年度-の繰越金 は 68.2万円 とな りました｡
しかも, 16-6の刊行 が遅れたことによ り,印刷費,送料の支払いが′72
年度-繰越 されていますので,実質的には支出はさらに 5.8万円増加 して,
149.6万円とな り,′72年度-の繰越金は 62.4万円となるはずで した｡当
初予算 は 0･4万円程度 の収入超過,ほ ゞ収支相等 と予測 して†､ましたが,この
様 に 41.9万円 と大巾な支出超過 となった原因 を収入,支出の両面から検討 し
ます と, まず支出面においては,印刷費が予算 に比較 して 16.9万 円オーバー
していまま｡予算 では 70年度 の実績程度 (90頁 )の刊行 を見込 んでい まし
たが実際には毎号平均 114頁が刊行 され,. 26.7%増 とな りました｡
さらに,′71年 7月 1日よ り郵便料金が改定 されたことによ り,発送通信費
が予算に比救 して 3.5万円オーバー したことが支出面における支出超過 の原歯
となっています｡
一方,収入面において支出超過の原因 となった収入減の原因は,機関会員の
入金 が遅れたこと,機関会員の会員数がや ゝ減 ったことによるものと考 えられ
ます｡商社かち の入金が目立 って増加 しましたが,それで も予算に比較 して,
22.2万円の収入減 となりました｡仮 に全ての入金が順調に行われた場合 の金
額 が 〔Ⅰ〕決算及び予算 (6欄 です.その他の項 目について は決算資料 〔Ⅰ〕- 〔Ⅴ〕
を御参照下さい｡
次に′72年度予算 に関 しましては了 71年度同様,毎号平均 110貢の刊行
に必要な経費 を計上致 しました.印刷費については,現在担当 している印刷所
が担当 して以来,つまり′67年 10月以降一度 も改定 されないまゝ, ′71年度
を終 りましたが,今回 17-1よ り一部改定 され ることにな りましたので頁数
に変化のないことに比較 して,印刷費が増加す るとい う結果 とな りました｡次
に人件費につ きましては永年プログレスに事務処理等依頼 して居 りましたが,
今回,専属の事務員 を雇 うとい う方向-改善するということにな りましたので
とりあえず当分の間, 1ケ月 1万円で週 3回程度 のアルバイター を雇 うこと_に
な りましたが,そのために′71年度に比較 して 4.6万円増 えることにな りまし
-182-
た ｡ その結果,収入総額 128.5万円,支出総額 173.2万円,差引 44.6万
円の支出超過 となる見込みです｡この様に 2年連続 して大巾な支出超過 はなん
としても由避 しなければならないと考 えますが,そのための方策 としては,明





収 入 ? 部 (a■) (b) (C) (d) (e) (∫) 伝)1971年度予算 1971年度決算. 1971年度未入金 1972年度前受金 (I'汁 (Cト (d) 1972年度予算 (f)の明細
380.160 339,447 110,960 107,820. 342,587 422,400
商 社 14,400 91,680 73,040 18,640 104,400 @ 3600×29
_海 外 会 員 1().800 0､ 18,000 10,800 晋32640..OXx 2
預 .金 利 息 40,000 38,242 38,242 10,00 0
合 計 1,240,960 1,018,509 314,580 225,860 1,107,229 1,285,600
支 出 の 部 (a')1971年度予算 (h/)1971年度決算 (C')1972年度予算 (C') の 明 細
発 送 .通 信 費 130,000 (14,91())16518 216,000
人 件 費 82,150 83,660 130.000
事 務 費 40,000_ 59,000. 50,000
そ の 他 5,000 0 5,000





年 度摘 1965年度 ･1966年度 1967年度 1968年度 1969年度 1970年度 1971年度
I(円);金 額 % (円) % (円) qTo (円) % (円) % (円) % (円) %要 金 額 傘 額 金 額 金 額 金 額 金 額
544,738l66.3I 503β8247.4 580月0256.0 743,068 918β09 63.9
間 接 出 版 愛 27.7,505l:33.7 294,445 42.1558,695 52.6 455,325 44.0410340 34.3480.029 392 (533β40)18,93 (35.7)61-
年 間発行部数 4980部 5073部 5251部 5400部 5490部 5260部 ･5425部




* 71年度内に 16-6が刊行されなかった めゝ,未払いとなった経費を加えたのが ( )内の数字です｡
川 〕 購 読 者 内 訳 (′71年 lO片31日現在 )
摘 要年 度,～_ 1965年度 1966年度 1967年度 1968年度 1969年度 1_970年度 1971年度
個 人 会 員 (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)211 228 . _2､38 228 224 ･198 220
機 関 会 員 176 189 200 182 189 221 205
外 国 会 員 1 1 5 5 5 4 5
寄 贈 交 換 0 6 7 9 10 5 5




(Vo1.3-4) (Vol.5-6) (Vo1.7-8) (Vol.9-10) (Vo1.ll-12) (Vo1.13--14) (Vo1.15-16)
頁数 %
論 文 379 39.0 409 50.0 344 25.7 476 51.1 494..44.8 504 45.1 637 43.7
講 義 ノ ー ト 写OO 20.5 64 ●9.4 145 10.8 76 8.2 30 2.7 35 3.1 61 4.2
資 料 40 4.1′ 9 -1.3 89 6.6 12365 ll.2.57 9.2
.海 外 通 信 26 2.7 12､ 1.8 21 1.5. 4 0.3 2 0.1
ニ ュ ー ス etC 7 72 57 8 95 72 -63 6.7 73 70 25 1.7
プ レプ リン ト案内 45 4.8 42 ◆3.8 2779 2.4･7006 58 4.0喝 示 板編 集 後 記大 学 特 集若 手 夏 の 学 校拡 大 編 集 会 儀境 界 領 域 特物性研研究会報告-解 説我国の物闇勿理の研究体制について他懸賞論文入選発表 24■4_09 2.64~39 376 3.4-3 184911375 1.23306941 8
合 計 (948)9731100 (666)6821100 ､-1340 100 933 10_0 1103 ･100 1115 100(1284)458 100
*-( )は物性研究刊行会負担分
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編 集 部 よ り
最近,読者の方か ら英文 で投稿 して もよいか と質問 が寄せ られ ました｡物
性 研究誌 をできるだけ安 く購読 していた ゞくために,印刷 はタイ プ式 で行 っ
てお り,校正 も一人 でや ってい ます｡従 って,長 い英文 には どう して も誤 り
が多 く出 ます｡ た ゞ,普通 のアブス トラク ト程度 の長 さの英文 であれば, な
ん とかできますO そこで , 英文で作成 され た論文の主 旨 を速報す るために,
そのアブス トラク トだけ物性研究に載せていた ゞいて もよろ しいです0
次 にプ レプ リン ト案内の充実化 をはか るために, プ レプ リン トを受 け取 ら
れた方だけでな く, プレプ リン トを作製 され た方 も, リス トを物性研究に投
稿 していた ゞきたいのです｡広 い範囲 に公平 に情報がゆ きわたるよう に物性
研究 が利用 されれば幸 いです｡
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編 集 後 記
｢情報化社会｣, ｢情報革命｣, ｢情報管理｣等 々,情報 と名の付 く情報 ま
で もが氾濫 している世の中で,科学の領域 も又その波に洗われ,増大する-論文
にどう対処す るのかとい う事が真剣に考えられ る様 にな りました｡今月号 の編
集 会議では,各地編集員か らの提案 もあり, この問題 について色々議論 され ま
した｡本誌 としては,先ずアンケー ト活動か らこの間題 に取 り組む事にな りま
したが,会議での議論の一端 を紹介 します と
｢本当にどれ程困っているのか｣ ｢経済的に困るのは事実だが,む しろ図々
しくなって論文 を読 まな くな り,かえって精神衛生上好 ましい面もある｡｣｢増
大 して困るとい うのは,読 まねばならないという義務感 があるからではないか｡
その義務感 は どこからくるのか｣ ｢外国雑誌 のレフェ リーは, レフェ リーにも
よるが論文のciteについては割 とルーズである｡む しろその点は 日本人 の方が
厳 しい｣---･等 々議論百出でこの間題 の多様性 が感 じられ ました｡
そ もそ も,何故 に論文 を書 くのか ?
研究成果 を公表する事は,その成果が人類共有の財産である限 り必要であろ う
が,現在 では論文の数によってのみ研究者 の能力が測 られ るという謂ゆ る業績
主義か ら,成果 の内容 の如何にかかわ らず論文 を作 るという気運が強 いのでは
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